
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和2年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和2年度決算）
佐賀県　唐津市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

487.60 245.83 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 公共下水道 Bd1 非設置 119,869

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 40.23 61.91 81.72 3,300 73,879 17.85 4,138.88

公共下水道は、昭和58年に供用を開始し、約35年が
経過している状況である。
　法定耐用年数（50年）を経過している管渠は存在
しないが、平成26年3月に策定した「唐津市公共下
水道管路施設点検・調査マニュアル」に基づき、平
成27年度から管路等の目視点検を行っており、目視
点検時に異常を発見した場合には、カメラ調査や管
洗浄などの補修工事等を行っている。
　また平成29年度から「唐津市下水道ストックマネ
ジメント計画」も策定しており、下水道施設の老朽
化対策を計画的に進めているが、資金に余裕がない
ため予防保全ができない施設も多く、不具合が起き
てから対応せざるを得ない状況である。

2. 老朽化の状況

全体総括

・企業会計移行初年度で多額の欠損金を抱えており
財政においても基盤が弱い状況である。累積欠損金
の解消には10年ほどかかる見込みであるため、当該
年度の欠損金を最低でも0にし、累積額を増加させ
ないよう努める。
・企業債の残高も多額となっているため、運営状況
をみながら資本費平準化債の借入額を減らしてい
く。
・汚水処理原価も高額になっており、処理場の統廃
合やダウンサイジングの検討が急務となっている。
・料金収入についても資本費までは全額賄えておら
ず、計画的な料金改定及び未接続者への普及活動が
必要である。
・移行初年度で、前年との比較ができないため、経
営状況の変化がわかりずらくなっている。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　①計上収支比率について、100％を下回ってお
り、単年度の収支は赤字となっている。②累積欠損
比率についても、0％になっておらず、類似団体等
と比べても高い数字となっており、欠損金が積みあ
がっている状況を示している。また、③流動化比率
は17.48％と著しく低い数値となっており、資金
ショートの危険性が高くなっている。これらの原因
としては企業会計以降初年度で減価償却費等の非現
金支出が多額であったこと、内部留保資金が0で
あったこと等があげられる。
　④企業債残高対事業規模比率が平均よりも著しく
高い。これは、下水道を普及促進するため、供用開
始当初から下水道使用料を低廉に抑えてきたこと、
また、水洗化が思うように伸びなかったことによる
ものである。しかし、水洗化率が向上及び料金改定
による使用料の増加が見込まれることから、今後の
改善が期待できる。
　⑤経費回収率については、100％以上であること
が望ましいが、同様の理由により達成できていな
い。また、⑥汚水処理原価については平均値よりも
高く、⑦施設利用率が低い状況にある。これは、整
備区域の拡大による新たな流入を想定した処理場等
の建設を先に整備したためである。しかし、令和5
年度には管路整備が完了する予定となっており、こ
れ以降は新たな区域からの流入が期待できないこと
から、未接続世帯への普及・啓発による使用料収入
の増加により、経営の改善に努める。⑧水洗化率に
ついては、平均及び類似団体を上回る数字となって
いるが、100％へ向けて引き続き啓発を行う。

2. 老朽化の状況について
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①経常収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【106.67】 【3.64】 【67.52】 【705.21】

【95.57】【59.57】【134.52】【98.96】

【36.52】 【5.72】 【0.30】


